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信州大学附属病院に
市立図書館の機能を持った
患者図書室ができます

信州大学附属図書館 管理・企画事業グループ 折井 匡

（前医学部図書館 館長補佐）

第8回 全国患者図書サービス連絡会講演会

2009年2月14日（土）13:00～17:00
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中野中野

岡谷岡谷
諏訪諏訪

信州まつもと信州まつもと
空港空港

松本キャンパス松本キャンパス

設置学部：設置学部：人文・経済・理・医人文・経済・理・医
学生数学生数 ：： ５５,,９２１人９２１人
教職員数：教職員数： ２２,,３３２人３３２人

平成２０年度学部入学生平成２０年度学部入学生 ２２,,１８３１８３ 人人

うち、長野県内出身者うち、長野県内出身者 ６９６６９６ 人人

新入生全体に対する比率新入生全体に対する比率 ３１３１..９９ ％％

信州大学合計信州大学合計

学生数学生数 １１１１,,５６８人５６８人

教職員数教職員数 ３３,,１９８人１９８人

※ 学部１年次生は松本キャンパスの学生数に計上

教職員数には、常勤・非常勤職員を含む。ただし、非常勤講師等を除く

塩尻塩尻

須坂須坂

安曇野安曇野

坂城坂城

白馬白馬

設置学部：教育学部設置学部：教育学部
学生数学生数 ：： ９８４人９８４人
教職員数：教職員数： ２４９人２４９人

長野（教育）キャンパス長野（教育）キャンパス

設置学部：農学部設置学部：農学部
学生数学生数 ：： ７４７人７４７人
教職員数：教職員数： １３０人１３０人

南箕輪キャンパス南箕輪キャンパス

設置学部：工学部設置学部：工学部
学生数学生数 ：： ２２,,４６５人４６５人
教職員数：教職員数： ２５５人２５５人

長野（工学）キャンパス長野（工学）キャンパス

設置学部：繊維学部設置学部：繊維学部
学生数学生数 ：： １１,,４５１人４５１人
教職員数：教職員数： ２３２人２３２人

上田キャンパス上田キャンパス

Ｈ２０年５月１日現在

大町大町

小諸小諸

青木青木
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長野県
難聴児支援
センター

長野県
難病相談支援

センター

病院と地域社会
との懇談会

地域医療支援
委員会

先端医療教育
研修センター

先端予防
医療センター

がん総合
医療センター

長野県
がん診療連携
拠点病院

長野県
災害拠点病院

高度救命救急
センター

コーディネーターが、医師、言語聴覚士、保健師、教育関係者など様々な専門家と連携し、多面的に支援を行っています。
長野県難聴児支援センター
[長野県からの受託事業]

難病に関する医療・生活相談、患者会等への活動支援、講演会・研修会の開催、重症患者さんの入院医療機関の受け入れ調整(レスパイト入院を含めて)、就労支援を
行っています。

長野県難病相談支援セン
ター
[長野県からの受託事業]

患者とその家族、市民団体、マスメディア関係者、松本市関係者等との懇談を行い、本院に対する意見を学外者から広く求め、サービスの向上や地域との連携を図って
います。

病院と地域社会との懇談
会

本院と長野県内の関連病院との間の医師派遣及び診療連携を円滑に行い、長野県の医療の発展に貢献しています。地域医療支援委員会

院内だけでなく、院外の医師や看護師、コメデｨカルスタッフ、学生を対象とした技術トレーニング、各種研修会を行っています。（平成１９年度 総研修者数 １,０５６人）
先端医療教育研修セン
ター

本学大学院加齢適応医科学系独立専攻、熟年体育大学リサーチセンター、本学山岳科学総合研究所などと連携し、予防医療研究を推進し、その成果を社会に還元でき
るよう臨床応用を目指して研究を行っています。

先端予防医療センター

臓器横断的、診療科横断的な診断と治療を通院治療室（２４床）で推進するとともに、腫瘍に関わる医療人の養成を担っています。がん総合医療センター

長野県におけるがん診療のリーダーとして、緩和ケア療法、院内がん登録システムなど多方面にわたり、地域がん診療連携拠点病院の指導に当たっています。
長野県がん診療連携拠点病
院

２４時間いつでも災害に対する緊急対応ができ、被災地域内の傷病者の受け入れ・搬出が可能な体制をとっています。長野県災害拠点病院

県下における唯一の高度救命救急センターとして、一般救急の患者さんの診療を行うとともに，心筋梗塞，脳卒中，肺炎，外傷から，熱傷、指肢切断、急性中毒など，特
殊及び重篤な疾病の患者さんの診療を行っています。（平成１９年度 救急患者総数 ６，７５６人）高度救命救急センター

信州大学医学部附属病院
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目的： 地域社会への貢献と学生のメディア・リテラシー教育の向上
学生製作スタッフ： キャブ（Campus Bridge）

ディー・スタイル（D-style）
スタジオ・ライズ＝St RiZE
ブルー・チップス・アフェアズ

日本初の大学専用テレビチャンネル

信州大学テレビ

平成１９年度： １０講座
教育学部 「シニア健康講座・運動とコミュニケーションが脳を鍛える」

「子どもキャンプ教室」
「リトルスーパーマン体操」、
「郷土の自然をさぐる」
「花粉症をメンタルトレーニングで解決」

理学部 「意外と身近な金融工学」
「信州の海－化石と地層から太古の海を探る－」
「身近な生物の驚くくらし」

農学部 「きのこ教室」
「チーズを作る」

学部主催の

公開講座の実施

平成１９年度： 全２０講義 受講者数 ３７名（延べ）シニアサマーカレッジの実施

平成１９年度 ２３７講座を開設 実施 １１７講座長野県内市町村・公共機関を対象とした

「出前講座」の実施

平成１９年度 前期 開放科目 ６８１科目 受講者数 １０４名

受講科目 １１６科目

後期 開放科目 ７０２科目 受講者数 １０５名

受講科目 １０３科目

市民開放授業の実施

平成１９年度
「信州の山と人々の暮らし －山岳科学の創造－」

テレビ利用による

放送公開講座の実施

信州大学が取組んでいる地域連携活動の事例

国立大学法人 信 州 大 学
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信州大学の地域連携・地域貢献の取組みが評価され、 「全国大学の地域貢献度調査」（日経グローカル誌 －

日本経済新聞社－）で、全国の大学中、２位（総合大学カテゴリーでは１位）の評価を受けました。
小中高生向けの講座（実施回数１３７０回）、出前講座（３２５件）など、特に地域の住民・団体に向けた取り組みが

高く評価されました。信州大学は、今後も地域拠点大学として、地域の皆様方に愛される大学を目指します！

評価指標は次の４つ
・大学の組織、制度による地域貢献
・学生との関わりによる地域貢献
・企業・団体・行政との関わりによる地域貢献
・住民・団体との関わりによる地域貢献

調査（「大学の地域貢献度ランキング」）は、全国の国公私立大学・大学院大学７３４大学のうち、
調査に協力した国立６９大学、公立６３大学、私立３１６大学、国公私立７大学院大学の合わせて
４５５大学が対象。（国公私立７大学院大学はランキングから除外）

自分が好きなことを体験しながら学んだり、専門家から科学や技術の最先端の話を聞いたり、また
日常の暮らしから人生設計まで必要な情報を得たりと、信州大学は子どもから、高齢の方まで、
様々な場面で役立つ公開講座を提供しています。

信州大学公開講座ホームページ
http://www.shinshu-u.ac.jp/residents/index.htm

★公開講座
学部、研究科それぞれの専門性を活かしたテーマで開催しています。大学構内の他、野外へ実習
に出かけるものもあります。講座によって、申込み不要のものがあります。

★出前講座
大学の教員が地域に出向き、講師をします。長野県内の市町村や小中学校、高等学校、公民館
などの公共機関等からのお申込みを受けています。全県対象の出前講座と、長野市近辺のみ対象
の教育学部出前講座の２種類があります。

★放送公開講座
毎年大きなテーマ（山岳科学や、地震など）に沿って、30 分番組を１講座として５週連続でテレビ
放映しています。さまざまな角度からテーマを掘り下げ、具体的でわかりやすい内容になっていま
す。１月から３月のほぼ毎週土曜日に放送予定。

★市民開放授業
大学の正規の授業を学生と共に受けられます。平成1９年度市民開放授業は、約７００ 科目から
受講したいものを選ぶことができます。単位は得られませんが、特に入試や申込み資格などはあり
ません。

公立熊本県立大学

国立愛媛大学私立立命館大学

国立広島大学
７３

国立宇都宮大学
６

私立関西学院大学国立岩手大学

公立岐阜県立看護大学国立北見工業大学

７０

国立豊橋技術科学大学

１０

７４

国立帯広畜産大学

３

公立北九州市立大学７５国立信州大学２
７１

国立群馬大学
８

７６国立室蘭工業大学１

総合

得点

国公

私別
大学名

総合

順位

総合

得点

国公

私別
大学名

総合

順位
2007年7月2日／№79号
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平成21年5月新診療棟完成（予定）
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外から見た新診療棟 2009.1.14
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正面玄関を入る。左奥が図書室入口
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廊下突き当たりが閲覧スペース左が図書室

国立大学法人 信 州 大 学

❑

室内から入口方面、右の壁に情報コンセント
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患者図書室の位置づけ
松本市立図書館の分館のように
信大病院が運用する患者図書室
※機能としては分館並みのものをもっている。

• 蔵書予定 大学 １０００冊 松本市 ３０００冊
• 利用者 病院の患者・家族 一般市民（病院職員を含む）
• 貸出について 松本市のシステムで利用者証を作成する。

松本市の規程で貸出が認められている人は、他図書館と同じく利用可
松本市の規程外だが、大学病院の患者（入院・外来）は半年間利用でき
る利用者証が発行される。

• 開館時間 ９時～１６時 病院が開院している日のみ

国立大学法人 信 州 大 学
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なぜ信大病院に患者図書室が
必要か？

• 患者サービスの向上

・入院患者・外来患者へのサービス

・患者の家族へのサービス

• 患者の知る権利の手助け

• がん拠点病院に指定される 平成１８年

（患者図書室設置が必須）

国立大学法人 信 州 大 学
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病院患者図書室の設置目的

患者・家族および一般市民が健康や病気について

• 自ら学ぶ場の提供

• 医師とより良いコミュニケーションを図るための支援

• 病気・治療方法を学ぶことで、積極的に治療に参加
するための支援

• 病気・治療方法を学ぶことで、患者自身が医療の選
択決定ができる支援

• 病気・治療方法を学ぶことで,セカンドオピニオンとし

ての支援
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病院図書室病院図書室の役目の役目

・医師への医学（医療）情報の提供・医師への医学（医療）情報の提供

・看護士への情報の提供・看護士への情報の提供

・コメディカルへの情報の提供・コメディカルへの情報の提供

・・担当医師のインフォームド・コンセントの担当医師のインフォームド・コンセントの

補完補完

・・患者への情報提供患者への情報提供

・患者への読書本の提供・患者への読書本の提供

国立大学法人 信 州 大 学
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病院患者図書室の形態

開設の形態

• 独立した常設館

• 病院図書室の公開

• 巡回図書サービス

• 開設型サービス

利用者

• 入院患者・外来患者

• その家族

• 地域住民

• 広範囲な地域住民
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長野県内初めての病院図書室

「楽患らいぶらり・長野」

国立長野病院（上田市）に平成13年開設

楽患ねっと（和田ちひろ氏）の指導で

・ボランテアで運営

・入院患者向けの読み物が主流

・新刊書の購入費を企業からの寄付で

国立大学法人 信 州 大 学

❑

信大病院図書コーナー

• 病院の外来待合室に図書コーナー設置

平成13年12月

・寄贈などで集まった本

・特に意識して医療関係を集めていない

・医事課で管理

• 医学部図書館所蔵の患者向け図書のリスト(200冊）を作成

• 平成14年になって、図書館長と担当主査が異動になり、病

院との連携が途切れた。

• 医学部図書館の図書を一般市民へ貸出す規定が制定
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信大病院医療福祉支援センター
• 総合医療相談室

・医療相談室
・看護相談室

・栄養相談室

・くすりの相談室

・医療福祉相談室

・医事相談室

・セカンドオピニオン外来受付

・がん相談

・地域医療連携支援室
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図書室はどのように決まったのか

2006 病院長からの指示
･２００９年に新設される新外来棟に病院患者図書室を作る

・医療福祉支援センターが開設担当になる

2007 医学部図書館との話し合い
・医学部図書館の分室として管理しない

（人員の問題と組織規定の改正が必要）

・どんな図書館を理想とするのか?
・今後の具体的手順を話し合う
・要請があれば、医学部図書館もお手伝いする
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実現に向けて
・ボランテアでの運用を考える
・病院ボランテアの管理者に相談

院内読み聞かせボランテアをされている松本市立
図書館員（現在は分館長）さんを紹介される

・分館長さんとの話し合い
市の「団体貸出図書（小説など）」の提案があった

・分館長さんの仲介で中央図書館との話し合い
・医学部図書館との話し合い

病院患者図書・団体貸出図書の2本立で、
図書の管理ができるか？

図書資料の一元管理（1台のPCで）の可能性は？

国立大学法人 信 州 大 学

❑

病院と市立図書館の図書を管理

1. 信州大学 市立図書館 それぞれOPAC有り

2. 図書のバーコードはNW-7の１０桁で同じ

3. 貸出返却だけなら、簡単なソフトで対応できるが、

市の図書データのダウンロードが必要

4. 市立図書館システムは、波田町の図書も管理

市立図書館に来てもらったらどうか？
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

2008
• 1月11日 菅谷松本市長に陳情

市立図書館との連携・運営について（市長からOKが出る）

・ 2月～3月 市立中央館図書館との話し合い
医学部図書館員を交えて、購入・装備・目録等について

・ 3月末日 １９年度の図書購入終了
・ 4月 図書室内レイアウトなどを決定
• 7月 新小池病院長、天野センター長等と中央図書館長と

の話し合い（トップ会談）
経費負担割合、今後のタイムスケジュール、協定書、記者
会見の時期など決定

• 9月 報道機関へ解禁
9/19 市民タイムス 9/25 信濃毎日新聞

• 11月 病院の愛称募集 11/7
• 2009年2月 愛称の決定「○○○」 （予定）

国立大学法人 信 州 大 学

❑
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

目次

• 1 信州大学の概要

• ２ どんな図書室ができるのか

• ３ 病院患者図書室の必要性

• ４ 設立までの経過

• 5 松本市と松本市立図書館

• ６ 運用予定

• ７ 設立要因

• 8 連携した病院患者図書室に向けて

国立大学法人 信 州 大 学

❑

松本市の概況 20年4月1日
人口 ２２７，８０８人
面積 ９１９．３５平方キロ
海抜 ５９２．２１ｍ

平成１９年 市制施行１００周年
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

松本市立図書館の概要

中央館と８分館で構成
*南部 *あたがたの森 *西部 *寿台 *本郷 中山 *島内 空港

*他施設と併設されている図書館

そのほか、隣接する波田町図書館と図書館システムを共有している

正規職員 １８人 嘱託 ２２人 臨時 ４人 計４４人 内司書２７人

蔵書 中央館 539,285 冊 全館合計 958,929冊

国立大学法人 信 州 大 学

❑

開館時間
・中央館 平日10時～19時 土日休祝日 10時～17時
月曜休館
・南部図書館 日曜以外10時～22時 日曜 10時～17時
火曜休館

平成20年度図書館予算 1億８，８０９万円（前年比３．７％減）

人口１人当り （平成20年度長野県公共図書館概況より抜粋）

・図書費 ３５２円 （県内２位）
・蔵書数 ４．１冊 （県内５位）
・貸出冊数 ５．８冊 （県内６位）

市民の登録率 ３６．６％
1冊の回転率 １．４回
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

団体貸出数（平成19年）

６３団体へ 30,990冊貸出

貸出期間 ３～６ヶ月
公民館 12
市関連施設 4
老人福祉施設 ８
児童館・児童センター 17

貸出期間 3ヶ月
こども文庫 ２
読書会 ２
保育園 ２
児童育成クラブ ５
学校 １１

国立大学法人 信 州 大 学

❑

市立図書館の状況

• 一般向けの医学関係図書は充実

糖尿病・高血圧などの身近な病気の食事療法などの本の充実

• 専門性のある質問はあまりなかった

病気の本の書棚を案内する程度。

• 関心

①指定管理者制度の問題

②予算削減の問題など
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

信大病院から話があって

• 専門性のある図書室ができることは歓迎

• 司書ではできない部分をサポートしてもらえ
る

• 信州大学側での購入図書も、常に新しいもの
を増やして欲しい。

国立大学法人 信 州 大 学

❑

目次

• 1 信州大学の概要

• ２ どんな図書室ができるのか

• ３ 病院患者図書室の必要性

• ４ 設立までの経過

• 5 松本市と松本市立図書館

• ６ 運用予定

• ７ 設立要因

• 8 連携した病院患者図書室に向けて
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

新築に向けて

• 事務室・書庫 52.4㎡
• 閲覧スペース 19.65㎡

計約72㎡（図面上での計算値）

• １階外来の待合室の近く。

事務室・書庫 52.4㎡
閲覧スペース 19.65㎡

計約72㎡
（図面上での計算値）

１階外来の待合室の近く

国立大学法人 信 州 大 学

❑
病院図書室が松本市立図書館との連携によっ

てどうなるか
• 医療・病気などの図書は病院が用意

• 読み物・小説などは市から長期貸出で借用する

• 職員（司書）が常時いる

• 市立図書館用パソコンを導入し、貸出・返却及びリ
クエストなどに対応する

• Ｗｅｂでリクエストした図書の受取図書館として指定

• 週に２回、市立図書館巡回便が来る

• 定期的に団体貸出図書の循環を行う

• 市民が利用できる

市民は病院図書の貸出が受けられる。（来室者のみ）

返却は、市内のどこの図書館でも可能。
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

サービス内容（予定）

• 蔵書予定 大学 １０００冊 松本市 ３０００冊

• 利用者 病院の患者・家族 一般市民（病院職員を含む）

• 貸出について 松本市のシステムで利用者証を作成する。
松本市の規程で貸出が認められている人は、他図書館と同じく利用可

松本市の規程外だが、大学病院の患者（入院・外来）は半年間利用でき
る利用者証が発行される。

• 情報検索について 信州大学医学部のシステムで提供。

（医学中央雑誌・ＪＤｒｅａｍｅＩＩ・メディカルオンライン等使用できる）

• 開館時間 ９時～１６時 病院が開院している日のみ

• 館内の設備 閲覧机 書架 貸出・返却用パソコン

情報検索用パソコン

国立大学法人 信 州 大 学

❑

職員について

松本市立図書館の分館のように

信大病院が運用する患者図書室

市の委託事業として病院が受け、職員（司書）を雇用する

職員２名 ４時間 ９時から１３時 １２時半から１6時半

４時間交代（１時間９００円）

・雇用予定の２名とも司書資格あり。

・雇用予定職員は４月に市立図書館でシステム研修を受講
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

レファレンス時の職員の対応

• 図書室職員で対応できる場合は行う

• 専門書が見たい場合、医学部図書館を紹介
する

• 専門知識の必要な場合は、医療福祉支援セ
ンター職員が対応する

• 専門的かつ個人的な相談は、医療福祉支援
センターの業務として対応することも可能

国立大学法人 信 州 大 学

❑

医学部図書館の対応

• 患者図書室から紹介のあった利用者に専門
書などを提供する。

• 複写サービス

• 他の信州大学図書館等の紹介

• 病院図書室で購入する図書の選定補助

• 病院図書室の図書を購入・装備
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

目次

• 1 信州大学の概要
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• ７ 設立要因

• 8 連携した病院患者図書室に向けて

国立大学法人 信 州 大 学

❑

なぜこのような図書室ができたか？

• 信州大学は地域貢献に力をいれていた

• 病院の新診療棟が計画されている時期に、
病院図書室の必要性が言われていた

• 先に開館した多くの患者図書室を見学

• 松本市立図書館が９館で構成されていて、波
田町図書館ともシステムを共有していた

• 病院ボランテアの中に市立図書館関係者

• 松本市長が菅谷昭氏であった。

• etc
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

理想と現実

• 病院患者図書室の職員が常勤でない

• 医療福祉支援センターと離れていて、応援体
制がとれるか不安

• 寄贈図書（目録など）の取り扱い

• 雑誌の購入

• 休診日は閉館している

国立大学法人 信 州 大 学

❑

目次
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

国立大学では？

• 多くの国立大学では、医学部図書館は附属
図書館に属していて、図書館と病院の連携が
とられていない。

• 多くの大学病院では診療棟新築工事が終了

• 現在の国立大学は「ラーニングコモンズ」と
「機関リポジトリ」

国立大学法人 信 州 大 学

❑

病院患者図書館のコラボレーション

• 東邦大学医療センター大森病院

公立図書館から借りた本の院内移動図書室活動

• 愛知医科大学医学情報センター

院内患者へのデリバリサービス

• 鳥取県立厚生病院図書室

鳥取大学附属図書館・倉吉市立図書館・鳥取県立図書館

からのバックアップ

• 島根大学附属病院 「ふらっと」

出雲市立図書館から長期貸出図書
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国立大学法人 信 州 大 学

❑

患者図書室の他図書館との連携

信州大学 松本市立図書館
国立大学法人 地方公共団体

県立病院 県立図書館

市立病院 市立図書館

国立大学法人 信 州 大 学

❑

信州大学附属病院に
市立図書館の機能を持った
患者図書室ができます

終

信州大学附属図書館 折井匡

torii@shinshu-u.ac.jp


